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学校自己評価まとめ 

 

～「よりよい学校づくりをめざして アンケート」 

集計結果と考察～ 

 

 

 

 令和５年１１月 アンケート実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

栄村立栄小学校 
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栄小学校 学校教育目標 

ふるさとを愛し 心ゆたかに かしこく たくましい子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
〇授業づくり 
・子どもの「～したい」を引き出す

授業 
・個別最適な学びを支援し、何を、

どのように学ぶかを明確にした授
業 

〇学力向上 
・学び方、進め方を自らプランニン

グする自由進度学習 
・各自の学びのペースに応じたモジ

ュールによる自学漢字タイム 
・読書と図書館利用を日課に位置づ

けた読書活動の充実 
〇ＩＣＴの活用 
・個に応じた学習と協働学習の両面

からのタブレット活用 
・主体性を育むプログラミング学習 
・聞き合う力、発信する力を育成す

るオンライン交流学習 
   【目標】 学校評価 
・「自分から学習している」    

児童 95％ 保護者 90％ 

 
 
 
 
 
 
〇「さかえタイム」の充実 

・ＰＤＣＡをサイクルさせる

子どもの問いや願いを源と

した学習・活動構想、 

・地域の方と関わって学ぶ地

域素材の発掘 

・驚き、発見、思いを校内外へ

伝える発信 

・子どもが自分事として捉え

実践につなげる工夫 

〇カリキュラムマネジメント 

・生活総合での「ふるさと学

習」を中核にした教育課程

の見直し 

〇「みんなで学ぼう・遊ぼう」

で村の人と学ぶ楽しさ 

【目標】 学校評価 

・「地域の学習をしている」 

   児童 95％ 保護者 90％ 

 
 
 
 
 
 
〇こころの育ち 
・相手に気持ちと声が届くあい
さつ 

・自分に合った目標の設定とチ
ャレンジする気持ちの育成 

・お互いを認め合う気持ちを育
む、縦割り班活動や連学年合
同学習 

・全校で表現する楽しさを実感
する「全校音楽」の充実 

〇からだの育ち 
・運動へのきっかけをつくり、運
動好きな子を育成する「元気
の時間」の工夫 

・マラソン、スキーなど年間通し
た運動への取り組み 

・地域食材を利用した給食を通
しての「食育」の充実 

 
【目標】 学校評価 
・「運動を楽しんでいる」 

児童 90％ 保護者 80％ 

・「自分の力で困難を乗り越える」 

   児童 95％ 保護者 80％ 

少人数ならではの 

学び 

栄村の発見・感動 

栄村を知る学習 

異学年合同活動で 

育てる心と体 

〇全校研究テーマ     「自分の考えをもち、学び合う子どもの育成」 

〇栄小中合同研究テーマ  「主体的な学びの育成」 

【教師のスタンス】 

〇見手立てを講じて見守る、適時適切な支援支援 

〇個の学びをつなぎ、集団での学びにもどす個別・協働をベストミックスした授業と活動 

〇自分で考え、判断し、行動する子への支援 

栄村コミュニティスクール 「地域に育ち 地域に学び 地域を活かす子どもの育成」 

小学校部会テーマ「栄村のよさを見つけ、自然の中で思い切り活動し、人とつながって学んでほしい」 

令和５年度 栄小学校グランドデザイン 

栄村教育目標 

絆をもって，共に学び， 

共に生きる力の育成 

栄村学校教育の基本方針 

・確かな学力 

・豊かな人間性 

・元気な体 

栄村保小中連携 

・学力の向上，体力の向上 
・キャリア教育の充実 
・生活力の向上 
・支援の連続性 

ものひとことに自ら

かかわり、発信する子 

自分の心と体に 

チャレンジする子 

ひとりで学ぶ子 

みんなで学ぶ子 
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Ｒ５ 学校評価アンケート集計と考察 

栄村立栄小学校 

 

一 保護者アンケート（３１家庭中回答２７） 

 Ⅰ 全般

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】全般 

「１ 楽しい学校」は，Ａ，Ｂの肯定的な評価が大きく増えた。「２ 授業がわかりやすい」も肯定的

な評価が増え，否定的な評価がなくなった。児童が充実した学校生活を送るととらえる保護者が多い。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅱ ふるさと学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅲ 学び 

 

 

 

【考察】ふるさと学習 

「４ 地域の人とともに学ぶ学習」のＡ評価が増えた。「３ 地域に出て，地域を題材にした学習」の

評価も全体的に高い。「５ 地域学習の発信」は他と比べると否定的評価が多く，地域学習発信の充実

が望まれる。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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【考察】学び 

どの項目も評価が高まった。特に「７ ICT 機器の活用」は肯定的評価が１００％で，ＩＣＴの利活用

が充実しているととらえる保護者が多い。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅳ こころとからだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅴ その他 

 

 

 

 

 

【考察】こころとからだ 

どの項目も評価が高まった。特に「９ 体を動かし運動を楽しむ」は肯定的評価が１００％で，子ど

もが運動を楽しんでいるととらえる保護者が多い。「１０ 自分の力で困難を乗り越える」は評価し

にくい項目とも思われるが評価が高まった。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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【考察】その他 

「１２ 安全対策」については１５パーセントほどの保護者が否定的，不明との回答であるが，特記

事項には具体的な指摘はない。「１３ 学級だより，学校だより，ホームページ等による伝達」につい

ては，肯定的な評価が大きく増えた。 

Ｒ４ 
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二 児童アンケート（４３名中回答４５ ＊重複送信の児童あり） 

 

 Ⅰ 全般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 

【考察】全般 

「１ 楽しい学校」「２ 授業がわかる」共にＡ，Ｂの肯定的な評価が９割を超えている。学校生

活が充実しているととらえる児童が多い。 
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Ⅱ ふるさと学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅲ 学び 

 

 

 

 

 

 

【考察】ふるさと学習 

「３ 地域に出て，地域を題材にした学習」「４ 栄村の人とともに学習」「５ 地域学習の発信」す

べてで肯定的評価が増えた。「５ 地域学習の発信」は他と比べると若干評価が低く，児童主体の地

域学習を一層進め，その発信に力を入れていくことができるとよい。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ｒ４ 

Ｒ４ 

【考察】学び 

「６ 友とかかわる学び」「７ ICT 機器の活用」「８ 授業で力がつく」のすべての項目でＡ，Ｂの肯

定的評価が９割を超えており，学習指導の成果ととらえられる。それぞれの項目で１割程の児童がマ

イナス評価をしており，配慮，手当てをしていきたい。 
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Ⅳ こころとからだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅴ その他 

 

 

 

 

 

【考察】こころとからだ 

「９ 体を動かし運動を楽しむ」「１０ 問題を乗り越える」「１１ 異学年，外部との交流」すべ

てで，Ａ，Ｂの肯定的評価が９割を超えている。指導・支援の成果ととらえられる。それぞれの項

目で１割程の児童がマイナス評価をしており，配慮，手当てをしたい。 

Ｒ４ 

【考察】その他 

「１２ 学校・登下校の安全」についてはＡ，Ｂの肯定的評価が９割を超えている。１割弱の児童が危

険と考えることを具体的に把握できるとよい。 

Ｒ４ 
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三 教職員アンケート（回答数１６） 

 Ⅰ 全般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】全般 

「１ 楽しい学校」について，Ａ，Ｂの肯定的な評価が１００％であった。教職員は，児童は楽しく学

校生活を送るととらえている。「２ 授業がわかりやすい」もさらに肯定的に評価ができるように取り

組みを進めたい。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅱ ふるさと学習 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅲ 学び 

 

 

【考察】ふるさと学習 

「３ 地域に出て，地域を題材にした学習」「４ 地域の人とともに学ぶ学習」「５ 地域学習の発信」す

べて肯定的評価が 100％であり，ふるさと学習の充実が伺える。「５ 地域学習の発信」の肯定的評価が

増えたが他との比較でＡ評価が少なく，さらに充実を図りたい。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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【考察】学び 

「６ 友とかかわる学び」「７ ICT 機器の活用」「８ 学力を伸ばす指導」でＡ，Ｂの肯定的評価

が 100％であり，学習指導の充実が伺える。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅳ こころとからだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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Ⅴ その他 

 
 

 

 

 

【考察】こころとからだ 

「９ 体を動かし運動を楽しむ」「１１ 異学年，外部との交流」はＡ，Ｂの肯定的評価が 100％であ

り，指導・支援の充実が伺える。「１０ 自分の力で課題や困難を乗り越える」の評価が他と比べると

低く，主体性・自律性を育む指導の研究が求められる。 

Ｒ４ 

Ｒ４ 
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【考察】その他 

「１２ 学校・登下校の安全」「１３ 学級だより，学校だより，ホームページ等による伝達」共に，Ａ，

Ｂの肯定的評価が 100％となっている。取組の成果と考えられる。 

Ｒ４ 
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Ｒ５ 学校評価アンケート 全体考察と今後の方向 

栄村立栄小学校 

 
１ 【全般】にかかわって 「楽しい学校」「わかる授業」 

 ＊「楽しい学校」「わかる授業」について評価が高まった。取組を点検し一層充実させたい。 
○児童との信頼関係の構築に努め，その信頼を保護者にまで広げる受容的で温かな児童への対

応，学級・学校づくり 
○児童の困り感やつまずきに対応し，満足感や達成感を得られる授業づくり 

 
２ 【ふるさと学習】にかかわって 「地域を題材にした学習」「地域の人と学ぶ学習」「地域学習発信」 

 ＊生活科・総合的な学習を中心にしたふるさと学習，コミュニティスクールの活動が成果を上げて

いる。取組を継続していきたい。 
＊地域学習の発信について取組をどう進めるか検討したい。 

○ふるさと学習，ＣＳの活動への取組の継続・充実 
○ふるさと学習を「探究的な学習」ととらえ，「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・分析」

→「まとめ・表現」→「課題の設定」・・と連続的な追究過程になるように支援し，発信につ

なげる。 
 
３ 【学び】にかかわって 「友とかかわる学び」「ＩＣＴ機器活用」「一人一人の学力を伸ばす指導」 

 ＊「友とかかわる学び」「ＩＣＴ機器活用」「一人一人の学力を伸ばす指導」の評価が高まった。取組

を点検し一層充実させたい。 
○「友とかかわる学び」「ＩＣＴ機器活用」「一人一人の学力を伸ばす指導」の継続・充実 

 
４ 【こころとからだ】にかかわって 「運動を楽しむ」「自分の力で課題を乗り越える」「異学年や外部との交流」 

 ＊「運動を楽しむ」「自分の力で課題を乗り越える」「異学年や外部との交流」の評価が高まった。指

導の継続・充実を図りたい。 
 ＊主体性・自律性にかかわって，保護者・教職員の評価が若干低い。主体性・自律性を育むにはどう

したらよいか研究していく必要がある。 
○「運動を楽しむ」「自分の力で課題を乗り越える」「異学年や外部との交流」の継続・充実 
○主体性・自律性を育むことについて，指導・支援の研究を深めるとともに，児童の励む姿を評

価し価値づけることを意識したい。 
 
５ 【その他】にかかわって 「登下校・学校の安全対策」「学級だより・学校だより等による伝達」 

 ＊安全対策にかかわって概ね評価が高いものの，保護者・児童に一定の低評価があった。保護者・児

童が危険ととらえた事象についてどのように情報収集し改善を進めるか，方法の確立を図りたい。 
＊「学級だより・学校だより・ホームページによる伝達」については，概ね評価が高かったがさらな

る発信力向上をめざしたい。 
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○保護者・児童が危険ととらえた事象についての情報収集と改善の方法の確立 
○「学級だより・学校だより・ホームページ等による伝達」の継続・充実と発信力向上 

 
 

 
記述回答として，保護者様より貴重なご意見・ご提案を頂戴しております。本まとめに掲載はいたしま

せんでしたが，受け止めながら取組を進めてまいります。また，児童の学校生活への願いも記述回答があ

り，こちらも十分に受け止めて学校づくりを進めてまいります。 
 
 不適切な指導にかかわっては，保護者，児童，教職員の三者についてアンケートを取ります。不適切な

指導を含む非違行為が生じないように，引き続き綱紀の保持，研修に努めてまいります。 
 
 学校ではプロジェクトチームを発足させ，学校自己評価をどのように学校運営の改善，発展に反映さ

せていくか検討を始めています。直ぐに取り組めることは３学期から，検討に時間を要するものは来年

度から実施をいたします。保護者，地域の皆様には変わらぬご支援をお願いいたします。 
 
 学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。 
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